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平成28年度 府立久美浜高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（計画段階）

学校経営方針 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点
(中期経営目標) (短期経営目標)

本校の歴史と伝統を踏ま １ 成果 １ 高校生活の充実
え、校訓「意欲、克己、創 (1) 京都フロンティア校事業を活用し、「産業社会と人間」 (1) 明るく生き生きとした高校生活をめざし、
造」の精神を培い、個性を にて社会人交流会・職場体験を実施し、キャリア教育の充 生徒の将来目標を早期に見出させ、目標達成
生かし社会に貢献できる若 実に努めた。 に向けて取り組み、自己の可能性に挑戦して
者の育成を目標とする。 生産科学系列・福祉系列では、先進校・施設を見学し、 いこうとする姿勢を養う。

学びを深め、体験活動の充実を図ることができた。 (2) 部活動加入率を向上させ、授業以外の体験
１ 総合学科の特色を生か (2) インターハイにボランティアスタッフとして生徒が参加 を通して、高校生活の充実を図る。
し「社会で求められる力」 し、選手・役員並びに一般の方との関わりの中で、生徒の (3) 個々の生徒がボランティア活動に参加する
を育てる。 成長が確認できた。また、関係の方々から評価を受けるこ ことで、自尊感情を育成し、高校生活の充実

とで、自己肯定感や自己有用感の育成につながった。 を図る。
２ 地域貢献する活動をと (3) 地元のイベントやスポーツ大会のボランティア活動に参
おして、生徒の自己肯定 加し、改めて地域貢献する責務を自覚し、生徒が成長した。２ 授業改善の推進
感・有用感を育む。 (1) 基礎･基本を重視し、ユニバーサルデザイ

２ 課題 ン化した授業展開を意識し、生徒の学力定着
(1) 「挨拶をする」「思いやりの心を育む」など、基本的な を図る。
生活習慣の確立を目指す。 (2) 上級学校への進学を目指し、発展的な授業

(2) 家庭での学習時間を増やし、進路目標の実現につなぐ。 を展開する。
(3) 人権教育並びにユニバーサルデザイン授業の構築を図 (3) 実験･実習や体験活動を取り入れ、学習の
る。 充実を図る。

(4) 教科「産業社会と人間」を活用し、キャリア教育の充実 (4) 生産科学系列や福祉系列では、地域や関係
を図る。 機関と連携することで、高度な技術を習得す

(5) 学習成果を発表する力を育む指導を充実させる。 るのみならず、直接プロフェッショルから学
(6) 本校ならでは教育内容（施設も含む）を活用し、幼・小 ぶことで、専門分野への視野を広げるととも
・中学校並びに他校と交流を深め、学習を深化させる。 に、人間性の育成を図る。

(7) 広報活動を検討し、校外へ情報発信や、中学生への情報 (5) 各種資格取得に挑戦し、社会で活躍できる
発信方法を工夫して、本校の理解を深める。 人材の育成につなげる。

３ キャリア教育の推進、学校連携の推進
(1) 産業社会と人間・総合的な学習の時間・Ｌ
ＨＲの計 画的な指導により、キャリア教育
の充実を図る。

(2) 地域創生推進校事業を活用し、体験活動や
地域活動を通して、地域財産を活用し、地域
に貢献する人材の育成を目指す。また、高校
が、地域活性化を牽引する役割を担う存在と
なる。

(3) 本校の情報を広く広報し、中学生並びに地
域の理解を促し、生徒募集に努める。

(4) 地元幼・小・中・高校間の連携を強化し、
自己の可能性を認識し、人間性を高めようと
する機会を設ける。



- 2 -

評価領域 重点目標（取組の重点課題） 具体的方策 評価 成果と課題

組織運営 生徒の自己肯定感の向上と、 習熟度別講座・少人数講座の利点を生かし、基礎
生きる力の基盤の育成 学力の充実に努める。

部活動への参加を促進する。

ボランティア活動への参加の拡大と活性化を図る。

家庭・地域 家庭・地域の信頼を深めるた 家庭・保護者や関係機関との連携を密にし、学校
との連携 めの取組の推進 と家庭・保護者の一致した協力体制による生徒の成

長に努める。

地元小中学校等への出前授業・体験授業の受け入
れ、地域における様々なボランティア活動への参加
を通して、自己有用感を育み、地域との連携をより
深める。

総務企画部 ＰＴＡ活動の活性化 本部役員・学級委員を中心に各種行事を盛り上げ
るとともに参加者の増加を図る。

広報活動の推進 ホームページの継続的な更新ができるように取り
組む。学校行事等タイムリーな更新に心がける。

久美高だよりを月１回（毎月20日予定）発行し、
学期に１回は新聞折り込みを行い、地元・地域に情
報を発信する。また、学校情報メールも月末を中心
に１回以上配信する。

読書活動の推進 積極的な寄贈図書の受け入れや資料収集、公共図
書館との連携により、多様な本の提供等、学校図書
館の機能の充実を図るとともに、様々な企画を通し
て学校図書館へ足を運ぶ機会や、本に親しむ機会を
増やし、不読者の減少に努める。

事務部 府民に信頼される学校事務の 窓口業務を親切、さわやかに行う。
遂行と学校経営への積極的な参
画 学校経営計画に基づき、各種事業の予算執行を早

期に効果的に行う。

安心・安全な教育環境の整備 備品の整理を積極的に行うとともに、校舎内外の
美化に努める。

日常的な安全点検の実施により、危険箇所を早期
に発見し修繕を行う。

教務部 授業規律の確立 生徒が落ち着いて授業を受けられる学習環境の整
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備に努める。問題のある場合は、学年部、生徒指導
部等の他分掌と連携して指導する。

生徒の学習への取組姿勢の改 各定期考査前に学習時間調査を実施するとともに
善 結果の分析を行い、学習時間の増加につなげる。

生徒指導部 すべての生徒が安心して学校 基本的人権を侵害する行為に対し、全教職員が毅
生活を送ることができる環境の 然とした態度で指導する。
構築 日常の生徒の状況をしっかりと観察し、アンケー

ト調査等を活用して、問題の早期発見、早期指導に
努める。

生徒の主体的な取組の促進 １年生全員の部活動への仮入部を実施するととも
に、本入部をする生徒の増加に努める。

ボランティア活動や地域との交流を増やし、生徒
の自己肯定感・自己有用感を育む。

進路指導部 希望進路実現に向けての個別 生徒・保護者との面接・面談を充実させ、個に応
指導の充実 じた適切な進路指導を行う。

入退室、言葉遣いなどのマナー指導を充実させる。

キャリア教育を念頭に置いた 他の分掌や教科との連携を図りながら、卒業後の
計画的な進路指導の推進 生活も見据えた進路指導を行う。

保健部 食生活を通しての基礎的生活 生徒の食生活（特に朝・昼食、清涼飲料水の摂取
習慣の確立 状況）の課題を見つけ、食生活を改善する調理方法

の指導やキャンペーンを行う。

教育相談生徒に関する情報交 生徒の状況について、教員間の情報交換を密に行
流並びに教育相談会議の充実 い、スクールカウンセラー及び専門機関と連携した

教育相談を進める。

人権教育 人権教育の構築 学年部、他分掌、福祉などの教科と連携して人権
学習に取り組み、人権教育の構築を図る。

産業社会と人間、ＬＨＲ、総合的な学習の時間等
を活用した計画的な指導により、生徒の人権問題に
ついての正しい理解や認識を深める。

第１学年部 高校生としての生活習慣の確 保護者との連絡を密にし、遅刻・欠席の防止に努
立と学習習慣の形成 める。

学習環境を整えるため、教室内の環境整備に努め
る。

学習時間調査を有効に活用し、学習時間を向上さ
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せる。

個々の課題を把握し、教科・分掌と連携し、生徒
個々の能力を伸ばすための方策を考える。

職業意識の醸成と問題解決の 「産業社会と人間」の授業における取組を通して、
力の養成 職業についての理解をすすめ、課題を解決する力を

養う。

一年生の部活動加入率を向上させる。

第２学年部 自立・自律した生活習慣・学 身だしなみ、挨拶励行、整理整頓の指導を通して
習習慣の確立 基本的生活習慣を確立させる。

定期考査前学習や模擬試験受験、各種検定試験受
験への呼びかけ及び指導を行い、家庭学習の定着と
学習時間の伸長をはかる。

自己肯定感・自己有用感の育 教科・分掌・家庭との連携の下、生徒個々の状況
成 を把握し、効果的な生徒指導並びに進路指導につな

げる。

修学旅行、学校祭、生徒会活動などの行事を通し
て、生徒が自身の強みを生かして活躍できる場を提
供するとともに、生徒が相互に協力し合い、各種行
事を成功させるためのサポートを行う。

ボランティア活動への積極的参加を呼びかける。

第３学年部 社会の一員としての自覚の促 身だしなみ指導や挨拶の励行に努め、基本的生活
進と、社会的マナーや規範意識 習慣を確立させる。
の確立

授業規律や提出物指導等の指導を徹底する。

学力の充実による、生徒一人 家庭学習時間を可視化することで、学習習慣を確
一人の進路の実現 立させる。

総合的な学習の時間を活用し、個々の生徒の希望
進路の実現に向けた計画と実践を促す。

資格取得の奨励を継続して行い、卒業後の進路に
役立つよう指導する。

農場部 農業関連諸機関や関連団体等、 地元農家（本校ＯＢ）や農林行政機関、小・中学
地域連携の推進 校、大学、ＪＡ等との連携を密にし、教育効果を上

げるとともに地域に貢献する活動を行う。

広報活動の推進 ホームページをはじめ、各種広報紙への掲載、有
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線放送等の広報活動を充実させ、農業教育の様子を
積極的に情報発信する。

福祉部 体験活動の充実 地域の社会資源を活用した体験活動や学習の機会
を増やす。

学習環境の整備 備品の整理と教室掲示の工夫、参考図書の整備に
努める。

国語 基礎力の実現に向けた指導 進学講習や基礎学力補充を実施し、また問題集等
を利用して家庭学習の定着を図る。

言語活動の充実を図る取組の 外部コンクールへの参加を図る。
実施

総務企画部と連携して読書活動の推進を図る。

地歴・公民 学習内容の精選による授業の 生徒の学力状況を把握した上で、他教科との連携
展開 も図りながら基礎・基本と発展的内容のバランスを

考えた授業を展開する。

生徒の興味関心を引き出す教 視聴覚教材や実物教材、新聞などを利用した授業や
材開発 自らテーマを設定して行う調べ学習などの研究・開

発を推進する。

数学 基礎的・基本的内容の確実な 生徒の実態に即した授業を展開し、基礎的・基本
定着と不振者・不認定者の減少 的な内容の定着を図り、作成問題を工夫し、やる気

と達成感を持たせる。

学習への興味関心の喚起と達 視聴覚教材等を用い生徒の興味関心を引き出す授
成感・成就感の高揚 業を工夫するとともに、自信と達成感を持たせる授

業を工夫する。

京都･大阪数学コンテスト、数学オリンピック(予
選)、数学文化セミナー等への参加と数学検定の資格
取得を推進する。

指導法の研究・交流と教科全 校内研究授業週間の活用や教科内授業参観により
体の指導力の向上 授業改善及び問題作成力向上を図る。

理科 授業に対する動機付け、興味 視聴覚教材やプレゼンテーションソフトを取り入
付け、意識付けの充実 れた授業展開を工夫する。

実験や実習方法の工夫と改善に努める。

指導力の向上 公開授業を定期的に実施し、指導方法の交流を図
る。

保健体育 心身についての理解の促進と スポーツを通して達成感を体現させる。
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生涯にわたる運動への親しみの
態度の育成 計画的な研修を実施し、指導力の向上を図る。

健康的生活習慣を確立させる。

部活動の活性化に配慮する。

授業や体育的行事における事 事故を防止する安全教育を徹底し、安全に対する
故防止と安全教育の徹底 行動力を身に付けさせる。

定期的に施設設備の安全点検を実施する。

事務部と連携し、施設設備の改善に取り組む。

芸術 生涯にわたる芸術を愛好する 学校や地域の文化祭・文化に親しむ月間での作品
心情の育成と自己肯定感を育む 展示をはじめ、様々な機会を活用し、達成感を味わ
授業の展開 えるような取組を推進する。

芸術に親しむだけでなく、技術の習得や知識の定
着を図るため、個別指導と全体指導のバランスを考
慮し、講義形式も取り入れるなど指導方法を工夫す
る。

英語 基礎･基本の指導の重視 生徒の実態に即した授業を展開し、基礎・基本を
重視して学力の定着を図る。

生徒の希望進路実現 進学講習を実施するなど、生徒の希望進路実現に
向けて、実力をつける発展的な指導を行う。

レシテーショングランプリの プレゼンテーションの経験を積ませる中で、課題
成功 や提出物にしっかりと取り組ませ、レシテーション

グランプリの成功に向けた指導を充実させる。

家庭 自分の生活の暮らし方につい 自立していくことを前提とした具体的な課題を取
て考えていく姿勢の育成 り上げ、自分で生活する立場から取り組ませる。

課題、提出物を完全に提出させる。

農業 魅力ある授業の展開 それぞれの科目の特性を丁寧に説明しながら、専
門的な知識や技術の習得を図り、生産活動に臨む心
構えを持たせ、社会人として通用する人材を育成す
る。

生産科学系列生の増加 １年次の「農業基礎」の学習を中心に農業の素晴
らしさを積極的にＰＲし、次年度の生産科学系列生
をさらに増やす。

福祉 指導力の向上 公開授業の参観を積極的に行うとともに、合評会
を充実させる。
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学期ごとに学習会、夏季に現場研修を実施する。

学力の向上 成績不振者の補充学習時間を通年設定して指導を
徹底する。

外部コンクールや検定に挑戦させるとともに成果
を上げさせ、卒業時表彰に値する生徒を育てる。

情報 情報や情報技術を効果的に活 ワード、エクセル、パワーポイントなど基本とな
用する能力の育成 る各ソフトの基本操作やコンピュータの適切な活用

を身に付けさせる。

さまざまな教材・機会を活用し、情報モラルやマ
ナーの指導を行う。

コンピュータ室利用上の規約や提出物における締
切日を守らせ、遅刻・無断欠席をさせない指導を徹
底する。

商業 ビジネスやコンピュータに関 身近な例や実社会の例をできるだけ多く取り上げ、
する基本的な知識や技術の習得 生徒の興味や学習意欲を高める。また、具体的なビ

ジネスの場面を想定した内容を取り入れ、自分自身
の実習態度を深める。

資格取得による目的意識の高 保護者も含めて、資格取得に関する連絡を周知徹
揚の推進 底する。

検定１週間前には放課後の補習を行い、検定受検
者の増加を図る。

学校関係者
評価委員会
による評価

次年度に向
けた改善の
方 向 性


